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平成 21年  6 月定例会

　本会議で付託された５件の議案等と３件の請願・陳情について、10日から 15日にかけて行われた

各常任委員会で審査しました。

　各常任委員会での審査について、主な質疑応答の内容をお知らせします。

　   　   委員会 審査 Ｑ＆Ａ委員会 審査 Ｑ＆Ａ
　　　　　　　　　　提出された議案等についての審査経過

１
０
０
年
に
一
度
の
経
済
危
機

地
元
業
者
の
育
成
に
も
配
慮
を

Ｑ　

景
気
底
入
れ
と
の
話
も
あ
る
が
、

依
然
、
中
小
企
業
は
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
市
が
行
う
事
業
に
は
地
元
業
者
を

積
極
的
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い

Ａ　

市
の
建
設
業
協
会
か
ら
も
要
望
書

が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
が
行
う

事
業
は
、
あ
く
ま
で
も
入
札
に
よ
り
決

定
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

し
か
し
地
元
業
者
の
育
成
も
重
要
な

課
題
で
す
の
で
、
地
元
業
者
が
よ
り
多

く
入
札
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
適
切
な

競
争
参
加
条
件
を
設
定
す
る
た
め
、
検

討
委
員
会
で
制
度
を
一
部
見
直
し
ま
し

た
。
今
年
度
に
は
、
地
元
業
者
育
成
と

適
正
な
入
札
制
度
の
確
保
、
両
方
の
観

点
か
ら
良
い
成
果
が
出
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

固
定
資
産
評
価
の
見
直
し
は

Ｑ　

合
併
前
、
固
定
資
産
税
の
算
定
が

異
な
っ
て
い
た
が
、
現
在
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　

今
年
４
月
に
出
さ
れ
た
評
価
額
に

つ
い
て
は
、
市
内
統
一
さ
れ
た
算
定
基

準
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
旧
町
村
ご
と
の
算
定
基

準
で
出
さ
れ
た
評
価
額
で
し
た
が
、
今

年
か
ら
小
美
玉
市
と
し
て
一
斉
の
見
直

し
を
行
い
、
市
域
全
体
と
し
て
算
定
し
、

４
月
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
通
知
し
ま
し

た
。

補
助
金
の
積
極
的
な
活
用
を

Ｑ　

市
内
で
消
火
栓
等
の
設
置
要
望
は

ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

Ａ　

昨
年
は
７
件
あ
り
ま
し
た
。
今
年

度
は
現
在
の
と
こ
ろ
２
件
で
す
。

Ｑ　

国
の
補
助
金
な
ど
を
活
用
し
て
、

安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る

事
業
を
優
先
的
に
実
施
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

適
応
指
導
教
室
を
移
転

Ｑ　

現
在
、
小
川
図
書
館
の
２
階
で
行

う
適
応
指
導
教
室
（
ハ
ー
モ
ニ
ー
お
み

た
ま
）
を
移
転
す
る
た
め
、
改
修
費
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
移
転
先
は
？

Ａ　

旧
小
川
幼
稚
園
で
す
。

Ｑ　

旧
小
川
幼
稚
園
で
は
、
放
課
後
子

ど
も
プ
ラ
ン
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

不
都
合
は
な
い
か
。

Ａ　

通
路
の
一
部
を
仕
切
り
、
ま
た
、

出
入
り
口
も
分
け
て
利
用
す
る
こ
と
で
、

な
る
べ
く
接
点
を
持
た
せ
な
い
よ
う
な

配
慮
を
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

利
用
す
る
子
ど
も
達
に
と
っ
て
不

都
合
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
目
的

が
き
ち
ん
と
果
た
せ
る
よ
う
に
環
境
を

整
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

消
火
栓
・
防
火
水
槽
？
・
・
・
消
火
活
動
時
、
消
防
車
が
放
水
す
る
の
に
必
要
な
水
を
供
給
す
る
た
め
各
地
域
に
設
置
さ
れ
た
施
設
。〝
消
火
栓
〞
は
上
水
施
設
と
連
結
し
使
用
（
市
内
９
６
０
基
）。〝
防
火
水
槽
〞
は
タ
ン
ク
に
貯
め
た
水
を
使
用
し
災
害
時
に
も
有
効
（
市
内
６
１
５
基
）。

固定資産税？

　毎年１月１日現在（賦課期日）
に、〝土地・家屋・償却資産〟
などの固定資産を所有している
方（または現に所有する方）に
課税する地方税（市税）。
　税額は、原則、資産価値（固
定資産税評価額）を課税標準と
して、税率（1.4%）を乗じ算出
する。３年ごとに評価額の見直
しが行われる。

適応指導教室？

　教育委員会が設置し、不
登校等の問題を解消するた
め、指導員を置いて、不登
校の児童生徒への相談・指
導、また、その保護者の相
談等を行う。
　市内では美野里地区に〝パ
ステル小美玉〟、小川地区に
〝ハーモニーおみたま〟の２
カ所を設置。
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
対
応
は

Ｑ　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
が

拡
大
し
て
い
る
。
今
後
、
強
毒
化
し
た

場
合
の
対
応
は
ど
う
な
る
の
か
。

Ａ　

現
在
、
策
定
さ
れ
て
い
る
行
動
計

画
は
、
強
毒
性
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

を
前
提
と
し
た
も
の
で
す
。

　

今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
季

節
性
と
類
似
し
た
弱
毒
性
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
行
動
計
画
に
基
づ
く
対

応
が
原
則
と
な
り
ま
す
の
で
、
国
で
示

し
た
基
本
的
対
処
方
針
に
従
い
、
各
部

署
で
対
応
策
を
講
じ
る
よ
う
準
備
を
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
後
、
強
毒
化
し
た
場
合
に
つ

い
て
も
、
国
・
県
か
ら
の
情
報
を
把
握

し
な
が
ら
的
確
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
の
運
用
等
の
一
本
化
は

合
理
化
の
観
点
か
ら
行
政
先
導
で

Ｑ　

補
正
予
算
に
計
上
す
る
防
災
無
線

の
劣
化
度
調
査
の
内
容
は
。

Ａ　

無
線
塔
の
受
信
機
や
拡
声
器
な
ど

の
現
状
を
調
べ
る
も
の
で
す
。
今
回
は

美
野
里
地
区
56
塔
、
玉
里
地
区
30
塔
分

を
対
象
に
行
い
ま
す
。

Ｑ　

地
区
ご
と
に
放
送
時
間
や
機
器
等

に
違
い
が
あ
る
。
統
一
の
考
え
は
。

Ａ　

現
在
、
地
区
ご
と
に
防
災
無
線
の

機
種
や
周
波
数
が
異
な
る
た
め
、
運
用

方
法
等
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。

　

統
一
に
は
放
送
設
備
も
含
め
た
一
体

的
な
見
直
し
が
必
要
な
た
め
、
財
源
の

確
保
が
大
き
な
問
題
で
す
。
ま
た
、
従

来
の
慣
れ
親
し
ん
だ
メ
ロ
デ
ィ
や
時
刻

を
変
更
す
る
に
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
が
必
要
で
す
の
で
併
せ
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

市
民
の
声
を
聞
く
の
も
重
要
だ
が
、

行
政
が
計
画
し
な
い
と
進
ま
な
い
部
分

も
あ
る
。
放
送
業
務
の
無
駄
を
無
く
し

合
理
化
す
る
観
点
か
ら
も
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

美
野
里
地
区
の
不
燃
ご
み
分
別
収
集

事
前
の
内
部
調
整
・
市
民
周
知
に
問
題
あ
り

Ｑ　

美
野
里
地
区
の
不
燃
ご
み
の
分
別

収
集
が
開
始
さ
れ
、
ご
み
が
減
っ
た
と

の
報
告
も
あ
っ
た
が
、
実
際
は
分
別
の

た
め
家
に
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
だ
け
。

ご
み
を
減
ら
す
観
点
は
重
要
だ
が
、
同

じ
分
別
を
し
て
い
て
、
な
ぜ
小
川
・
玉

里
地
区
だ
け
無
料
な
の
か
納
得
で
き
な

い
。
早
急
に
改
善
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
多
数
の
意

見
が
出
て
お
り
、
茨
城
美
野
里
環
境
組

合
、
構
成
市
町
村
で
あ
る
茨
城
町
と
内

部
協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
10
月
か

ら
の
有
料
シ
ー
ル
券
廃
止
に
向
け
て
、

具
体
的
に
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
シ
ー
ル
券
の
販
売
を
お
願
い
し

て
い
る
商
工
会
に
は
了
解
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
残
分
の
取
扱
い
の
問
題

も
あ
り
ま
す
の
で
、
併
せ
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

時
は
金
な
り
！
期
限
内
の
事
業
完
了
を

合
併
特
例
債
を
活
用
し
た
道
路
整
備

Ｑ　

合
併
特
例
債
を
活
用
し
た
幹
線
道
路

整
備
で
一
部
遅
れ
て
い
る
路
線
が
あ
る
が
。

Ａ　

昨
年
度
、
地
元
説
明
会
を
開
き
ま

し
て
、
現
在
、
地
権
者
の
皆
さ
ん
に
ご

理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
調
整
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ　

合
併
４
年
目
に
入
っ
た
。
時
限
的

な
財
源
を
活
用
し
て
の
事
業
な
の
で
、

特
に
急
ぐ
べ
き
。
進
展
が
見
ら
れ
な
い

と
市
民
の
理
解
も
不
審
に
変
わ
る
。

Ａ　

こ
の
財
源
の
活
用
は
、
合
併
か
ら

10
年
間
ま
で
と
区
切
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

用
地
の
協
力
が
得
ら
れ
れ
ば
、
工
事
の

た
め
の
予
算
は
確
保
で
き
ま
す
。

　

道
路
整
備
の
用
地
交
渉
に
お
い
て
は
、

地
域
の
方
す
べ
て
に
、
す
ぐ
に
ご
賛
同

が
い
た
だ
け
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
現
在
計
画
す
る
路
線
と
周
辺
道
路

の
兼
ね
合
い
な
ど
全
体
的
な
整
備
効
果

と
も
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
期
限
内

で
の
整
備
完
了
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
（
同
報
系
）
？
・
・
・
市
役
所
内
等
に
設
置
す
る
親
局
か
ら
子
局
（
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
）
を
通
じ
て
住
民
に
対
し
て
一
斉
に
同
じ
内
容
を
伝
え
る
放
送
シ
ス
テ
ム
。
小
美
玉
市
全
体
で
は
子
局
は
１
６
４
基
設
置
さ
れ
る
。

ごみの量に応じて応分を負担する観
点から実施されるごみ有料化。美野
里地区では平成 14 年 10 月から不
燃ごみの有料化が実施され、〝不燃
ごみシール券〟を収集容器（コンテ
ナ）に貼付して回収される

インフルエンザ？
　通常の風邪に比べ高熱などの
全身症状が急に出現するなどを
特徴とする呼吸器感染症。
　乳幼児・高齢者・基礎疾患を
もつ方は、気管支炎・肺炎など
の併発や基礎疾患の悪化を招く
場合もある。主な感染経路は咳・
くしゃみを介した〝飛まつ〟、
ウイルスがついた手などを介し
た〝接触〟。
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